
■ 五ケ山ダムの完成（H30 供用開始） 
 ⇒異常渇水時の市民生活等への影響を大幅に緩和 

■ 浄水・配水施設の再編 
 ⇒高宮浄水場の機能を乙金浄水場に統合 
 ⇒高宮浄水場は都心部を 
  カバーする配水場として再整備 

■ 配水管更新のペースアップ（40→45km/年） 
 ⇒実質的な耐用年数を超えた管の早期更新 
  （ポリエチレンスリーブ非装着で、腐食性の高い土壌に 
   埋設されている管はＨ３８年度までに全て更新） 
 ⇒その後は実質的な耐用年数内に順次更新 

■ 水の有効利用の強化・広報推進 
 ⇒漏水防止対策の強化 

 ⇒大渇水の経験を風化させない｢水をたいせつに｣広報の推進 
 
 

 

 
■ 浄水場等重要施設の耐震化完了（H32） 
 
■ 耐震ネットワーク工事完了（H36） 
 ⇒避難所や病院等への給水ルート(配水管)を優先的に耐震化 
 ⇒対象施設を拡大（247→256施設）※天神、博多駅、福岡空港など   
 
 
■ 応急給水機能の強化 
 ⇒市内中心部（高宮）に 
  緊急時給水拠点を整備 

■ 災害応急体制の充実 
 ⇒受援体制の整備も含め、「水道局災害応急対策計画」を 
  見直し 

福岡市水道長期ビジョン2028（最終案）の概要 

背景・目的 

 水道施設の大量更新期が到来 
 伸びない料金収入 
 国は「新水道ビジョン」を策定 
 各事業体に「経営戦略」の策定を要請 
 

計画期間 平成２９年度～平成４０年度（１２年間） 

策定の目的 

基本理念 「みなさまから信頼される水道」 
～安全で良質な水の安定供給～ 

 

基本理念等 

取り組むべき施策目標 

福岡市水道長期ビジョン2028 

◆ 今後の事業運営の基本計画 

福岡市水道中期経営計画 
◆ ４年ごとの実施計画 

◆ 福岡市基本構想、 
  福岡市基本計画等 

福岡市総合計画 
◆ 水道の理想像 
  ⇒ ｢安全｣、｢強靭｣、｢持続｣ 

新水道ビジョン（厚生労働省） 

  
  

経営戦略の 
策定要請 
（総務省） 

計画の位置づけ 

新ビジョンのポイント 

水の安定供給と節水型都市づくりの推進 安全で良質な水道水の供給 

危機管理対策の推進 安定経営の持続 

■ 水道水の安全を確保しながら、おいしさを追及 
 ⇒国の水質基準よりも厳しい水質目標による管理を継続 
  （特に、残留塩素濃度を厳しく管理し、カルキ臭を軽減） 
 
  

■ 小規模貯水槽の適正管理の啓発強化 
   （衛生行政を所管する保健福祉局と連携） 

 ⇒設置者に対する適正管理の啓発を継続 
 ⇒管理状況未把握施設の現地調査 
  ・協力が得られなかった施設の調査実施（H29年度完了） 
  ・新設及び管理者変更のあった施設を随時調査 

 ⇒管理が不十分であった施設に対するフォローアップ 
  ・改善状況の現地確認 
  ・未改善施設に対する再指導など 
 
 
 
 

■ ＩＣＴを活用したお客さまサービス向上（H30） 
 ⇒水道料金等のＷＥＢ照会サービス 
 ⇒ＷＥＢを活用した口座振替等の申込み手続きサービス 
 
■ 人材育成の推進 
 ⇒実践的な実技研修など（他の水道事業体職員も受入れ） 
 ⇒他水道事業体等に貢献できる人材を育成（国際貢献含む） 
 
■ 企業債残高を1千億円以下に縮減 
  〈H28末〉 〈H40末〉 
 ⇒1,252億円 →  979億円（▲273億円） 

 
 
 
 
 

計画期間中は 「現行料金据え置き」 
                             （消費税率の変動に伴う改定を除く。） 

 
「福岡市水道長期ビジョン2028」を策定 
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熊本地震も踏まえ、震災対策を強化！ 

高宮 羽根戸 

下原 

 ※２→3施設へ増 
  （市内中心部をカバー） 

 （5→4浄水場へ減） 
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水の安定供給と 
節水型都市づくり 

の推進 

危機管理対策 
の推進 

安全で良質な 
水道水の供給 

安定経営の持続 

４つの施策目標 

新規 



主な事業スケジュール と 成果指標 
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•収入・支出ともに 
 概ね横ばいで推移 
 
•毎年、40～50億円 
 程度の利益を確保 
 
•利益は施設の更新や 
 企業債償還の財源に 
 充当 

収益的収支の見通し 

資本的収支及び資金の見通し 

•施設更新が本格化し、 
 計画期間中に多額の  
 投資が必要 
 
•毎年140～160億円 
 程度の収支不足額が  
 見込まれるが、減価  
 償却費などの損益勘 
 定留保資金や累積資  
 金より補てん 

企業債残高の見通し 

•企業債借入額を元金償還額の範囲内に抑制し、着実に企業債残高を縮減 
 
•平成40年度末には、１千億円の大台を下回り979億円となる見通し 

計画期間中は「現行料金据え置き」 
                      （消費税率の変動に伴う改定を除く。） 

 

財政収支の見通し （暫定） 
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